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医理核連携教育研究プロジェクト 

 

本プロジェクトでは、学内部局および国内外の大学・研究所と連携し、生物系、物理系、

医学系にまたがる短寿命 RI の基礎研究・応用研究を推進している。医理核連携を基盤に、

理学研究科、医学系研究科、核物理研究センター等が協働し、アスタチン-211（211At）を用

いた標的 α 線治療（TAT）とセラノスティクス研究の社会実装を目指している。2025 年度

は、医師主導治験、AMED、F-REI、特別推進研究、企業共同研究および JSPS 研究拠点形成事

業を通じ、RI 創薬から非臨床・臨床開発、国際連携までを一体的に推進した。具体的には、

以下のとおりである。 

 

1) [At-211]PSMA-5による標準治療抵抗性前立腺がんを対象とした第I相医師主導治験に協

力し、アスタチン標識薬の臨床開発を推進した。 

 

2) AMED 橋渡し研究プログラム preF「アスタチン標識ナノ粒子の腹腔内投与による腹膜播

種のアルファ線治療の開発」を進め、シーズ F展開を見据えた薬剤設計、標識合成、非臨床

評価を継続した。 

 

3) 特別推進研究「アルファ線放出薬剤と合成ワクチンの協奏で拓くがん治療」を開始し、

TAT と免疫制御を組み合わせた新規治療概念の構築を進めた。 

 

4) AMED 創薬ブースター、F-REI 事業、アルファフュージョン株式会社との共同研究を通じ、

間質細胞標的薬、RI診断・治療薬、新規α線治療薬の探索・開発を推進した。 

 

5) JSPS 研究拠点形成事業として、ノルウェー、ドイツ、フランス、韓国、台湾等とのセミ

ナー・シンポジウムを実施し、国際共同研究と若手研究者交流を進めた。 

 

6) 短寿命 RI利用研究シンポジウム、Japan Astatine Community Meeting等の開催・共催

を通じ、国内外の短寿命 RI・アスタチン研究ネットワークを強化した。 
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Ⅱ 国際会議等における発表 

1. Development of 211At-labeled drugs and their contribution to immune 

activation 

Koki Mayusumi, Kazuya Kabayama, Kazuko Kaneda-Nakashima, Kazuhiro Ooe, 

Atsushi Toyoshima, Koichi Fukase 

Workshop on radionuclide production and medical application 

2025.05.12-16 

オスロ大学 オスロ 

 

2. Dose-Dependent Cytotoxic Profiling of Astatine-211 for Targeted Alpha Therapy 

上野純平、黛功樹、髙松正之、下山敦史、深瀬浩一、樺山一哉 

7th Asia-Pacific Symposium On RadioChemistry (APSORC25) 

2025.09.14-19 

くにびきメッセ 松江 

 

3. Development of Astatine-Labeled Functional Proteins for Cancer Therapy 

Koki Mayusumi, Kazuya Kabayama, Kazuko Kaneda-Nakashima, Junichi Takagi, 

Hiroaki Suga, Kazuhiro Ooe, Atsushi Toyoshima, Koichi Fukase 

7th Asia-Pacific Symposium On RadioChemistry (APSORC25) 

2025.09.14-19 

くにびきメッセ 松江 

 

4. Analysis of cell death induction by short-lived Alpha-emitting radionuclides 

真柄壮一郎、黛功樹、Erina Hilmayanti、大江一弘、豊嶋厚史、深瀬浩一、樺山一哉 

7th Asia-Pacific Symposium on Radiochemistry 2025 



2025.9.14-19 

くにびきメッセ 松江 

 

5. Strategies for Cancer Therapy by Regulating Intracellular Dynamics of 

Antibody Drugs 

樺山一哉 

Pacifichem 2025 

2025.12.18 

Hawaii Convention Center ホノルル 

 

6. Optimizing antibody drug dynamics to enhance alpha-targeted therapy 

樺山一哉 

HeKKSaGOn Autumn School 2025 

2025.10.27 

大阪大学大学院理学研究科 南部陽一郎ホール 

 

7. Alpha-targeted therapy by regulating the intracellular dynamics of antibody 

drugs 

樺山一哉 

External Seminar IRCM 

2025.06.10 

モンペリエがん研究センター(IRCM) モンペリエ 

 

8. Strategies for Cancer Therapy by Regulating Intracellular Dynamics of 

Antibody Drug 

樺山一哉 

研究所国際ミニシンポジウム Frontiers of Chemical and Pharmaceutical Research 

2025.06.03 

東海大学_湘南キャンパス(オンライン) 神奈川 

 

9. Alpha targeted therapy by regulating Intracellular dynamics of antibody drugs 

樺山一哉 

Workshop on radionuclide production and medical application 

2025.05.15 

オスロ大学 オスロ 



 

10. Regulation of dynamics of plasma membrane-associated molecules by 

glycosylation 

樺山一哉 

京都薬科大学 2024 年度国際シンポジウム (KPU International Symposium) 

2025.03.11 

京都薬科大学 京都 

 

11. Development of Proximity Labeling-Based Cell Surface Glycan Engineering and 
Its Application for Cancer Immune Therapy 

Yoshiyuki Manabe 

Gordon Research Conference  

2025 年 6 月 15 日-20 日 

Holderness School, New Hampshire, United States   

 

12. Development of Proximity Labeling-Based Cell Surface Glycan Engineering and 
Its Application for Cancer Immune Therapy  

Yoshiyuki Manabe 

7th Symposium on Radical and Electron Transfer Reactions (RETR-7) 

2025 年 6 月 6 日-7 日 

Central Park Hotel Songdo, Incheon, South Korea Incheon, South Korea  

 

Ⅲ 国内会議等における発表 

1. 細胞傷害に伴うカルレティキュリンの免疫的役割の評価 

黛功樹、兼田加珠子、豊嶋厚史、狩野裕考、三善英知、深瀬浩一、樺山一哉 

第 25 回 関西グライコサイエンスフォーラム 

2025.05.10 

立命館大学 大阪いばらきキャンパス 茨木 

 

2. 短寿命α線放出核種によって誘導される細胞死の解析 

真柄壮一郎、黛功樹、Erina Hilmayanti、大江一弘、豊嶋厚史、深瀬浩一、樺山一哉 

2025 年度糖質科学合同セミナー 

2025.6.14-15 

大学セミナーハウス 八王子 

 



3. 標的アルファ線治療に用いるための機能化金ナノ粒子の開発 

上野純平、髙松正之、黄栩昊、下山敦史、樺山一哉、深瀬浩一 

第 58 回天然物化学談話会 

2025.07.13-15 

トーセイホテル＆セミナー幕張 習志野 

 

4. 代謝標識による EV 糖鎖編集とレクチン依存的取り込みの解析 

佐藤つきの，真鍋良幸，樺山一哉，深瀬浩一 

第 44 回日本糖質学会年会 

2025.10.2-4 

弘前文化センター 弘前 

 

5. 糖鎖-レクチン相互作用によるタンパク質分子動態制御の可視化解析 

樺山一哉 

第 98 回日本生化学会大会 シンポジウム「新規医薬品モダリティにつながる糖鎖研究」 

2025.11.05 

国立京都国際会館 京都 

 

6. 糖鎖修飾技術を応用した新規がん治療の可能性 

樺山一哉 

第 44 回日本糖質学会年会シンポジウム「Clinical Glycobiology：現状と展望」 

2025.10.04 

弘前文化センター 青森 

 

7. 抗体の細胞内挙動制御による標的アルファ線治療 

樺山一哉 

ナノメディシンとがん研究の新展開 

2025.09.11 

東京大学 伊藤謝恩ホール 東京 

 

8. Cancer therapy strategies by regulating the intracellular dynamics of antibody 

drugs 

樺山一哉 

Minisymposium “Life as a Matter of Interface” 

2025.03.04 



大阪大学大学院理学研究科 南部陽一郎ホール 

 

9. 抗がん剤耐性例の制圧を目指した核医学治療薬の開発（ポスター） 

Feng Sifan，久田 健太朗，依藤 花奈，渡部 直史，真鍋 良幸，下山 敦史，豊嶋 厚史，

篠原 厚，金井 好克，深瀬 浩一，兼田（中島）加珠子 

第 84 回日本癌学会学術総会 

2025 年 9 月 25 日（木）～27 日（土）  

石川県立音楽堂、ホテル日航金沢、ANAクラウンプラザホテル金沢 

 

10. 合成を基盤とした糖鎖ケミカルバイオロジー(招待講演) 

真鍋良幸 

DDS 研究センター２０２５年度第１回シンポジウム 

2025 年 6 月 13 日 

徳島大学薬学部 

 

11. 近接標識法による細胞表層糖鎖エンジニアリングの開発とがん免疫療法への応用(口

頭) 

真鍋良幸，宮川稜平，松本拓也，佐藤伸一，深瀬浩一 

第１９回バイオ関連化学シンポジウム 

2025 年 9 月 3 日-5 日 

京都大学，船井記念講堂 

 

12. 革新的がん免疫療法を目指した糖鎖抗原を利用した抗体リクルート戦略の検討（口頭） 

真鍋良幸，深瀬浩一 

第 44 回日本糖質学会 

2025 年 10 月 2 日-4 日 

弘前文化センター 

 

13. 膜タンパク質の糖鎖修飾の意義に迫る合成化学的アプローチ（招待講演） 

真鍋良幸 

第 48 回 日本分子生物学会年会  

2025 年 12 月 3 日-5 日 

パシフィコ横浜 

 

 



Ⅳ 著書 

 

 

Ⅴ 受賞と知的財産 

 

 

Ⅵ その他研究業績、発表文献 

1. 抗体を用いたアルファ線核医学治療: DDS の視点からみた最新動向と臨床実装への展望. 

樺山 一哉; 深瀬 浩一.  

Drug Delivery System 2025, 40, 378-384. 

 

2. 糖鎖ケミカルバイオロジーの最前線. 

樺山 一哉.  

生化学 2025, 97, 696-699. 

 

3. 見る脂質のページ さまざまなモダリティで見る脂質（第 3 回）化学と生物学の融合に

よる脂質の可視化. 

樺山 一哉; 新井 健太; 蟹江 治.  

The Lipid 2025, 36, 4-8. 

 

4. 大阪大学におけるα線核医学治療とセラノスティクス研究. 

樺山 一哉.  

生産と技術 2025, 77, 25-28. 

 

5. アスタチン 211 標識金ナノ粒子の腫瘍内投与: マウス舌癌モデルに対する複数回投与

による抗腫瘍効果. 

島本 博彰; 加藤 弘樹; 角永 悠一郎; 山本 誠一; 片岡 淳; 大江 一弘; Hilmayanti, 

E.; 樺山 一哉; 深瀬 浩一; 村上 秀明.  

歯科放射線 2025, 65. 

 

6. Development of Nuclear Medicine Therapeutics Aimed at Eliminating Rare Cancers. 

Kaneda, K.; Otani, H.; Watabe, T.; Manabe, Y.; Shimoyama, A.; Kabayama, K.; 

Kanai, Y.; Toyoshima, A.; Shinohara, A.; Fukase, K.  

Cancer Sci. 2025, 116, 1820. 

 



7. 繊維芽細胞活性化蛋白を分子標的とした核医学治療薬の開発とその問題点 

兼田 加珠子, 白神 宜史, 角永 悠一郎, 久田 健太朗, 馮 思凡, 渡部 直史.  

臨床免疫・アレルギー科, 83(3): 307-314, 2025. 
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